
市民憲章
わEくしE古陣、事鼠)11と手買盟にかこまれ自常と庭Eには

ぐくまれE葺蕗子田市民で菅.

わEくしE古は、田富割宵文化都市をめざす市民としての誇

りをも吉、明日への願いを己めて、ここに市民軍章を定めま菅.

水と揖と土のに高いガいっぱいの住ゐよいあびこにしま菅

山と体在きEえ生き生きと圃吉伸びゆくあびこにします

老人を大切にし子どもの夢在胃て幸せ在高びこにします

ふるさとを重し文{むを高め豊ガ草高び己にします

みん草で話しあいささまりを守り 明るいoびこにしま菅

あ
第769号

1323511@1錨

日時・ 12月2回生序後O時30分-4時
会窃・市民会館 (入場無料)

@
田
辺
扇
一
講
演
会
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
方
な
ど
。

人
生
に
お
い
て
避
け
る
こ
と
の
で
き
怠
い
，
老
い
'
と
い
う
テ

l
マ
を
採
る
催
し
1
老
い
へ
の
対
応
を
探
る
L

は

日
本
円
高
齢
者
の
表
情
V
年
金
相
談
老
齢
年
金
、
障
害
年
金

舎
年
で

4
回
目
。
舎
年
は
、
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
奨
副
賞
を
受
賞
、
日
本
の
高
齢
者
の
表
情
を
カ
メ
ラ
で
追

を
カ
メ
ラ
で
追
い
つ
づ
遺
族
年
金
、
寡
婦
年
金
な
ど
。

い
つ
づ
け
る
写
真
家
、
回
辺
額
一
氏
に
よ
る
構
演
会
、
大
写
真
震
を
企
扇
、
市
民
会
話
を
会
場
に
ロ
月
2
B
(土)、

け
る
写
真
家
、
田
辺
闇
V
法
律
相
談
相
続
問
題
、
法
言
内
方

午
後
0
時
間
山
分
開
幕
で
ザ
。
入
舗
は
無
料
。
川
μ
俊
紀
に
は
罰
民
の

4
人
C
T人
ガ
筋
歳
以
上
と
い
う
g
超
高
齢
化

一
い
か
「
レ
ン
ズ
を
通
し
法
。
ま
た
イ
ン
チ
キ
商
法
に
関
す
る
こ

社
会
'
ガ
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
催
し
を
機
会
に
、
だ
れ
も
が
生
き
ガ
い
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
活

て
見
た
生
命
の
揮
き
」
と
な
ど
。

力
あ
る
福
祉
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
、
ゐ
ん
な
で
H

老
い
'
に
つ
い
で
考
え
て
み
ま
ぜ
ん
か
。
品
福
祉
課

U

L

を
ふ
ア
!
?
に
熱
っ
ぽ
く
@
可
在
宅
老
人
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
霊

行

っ

て

い

士

す

。

そ

し

て

、

ロ

月

か

ら

語

り

ま

す

。

ガ

ス

タ

ー

ト

/
L
コ
ー
ナ
ー
社
会
福

み

ん

な

の

手

で

豊

か

な

は

在

宅

老

人

デ

イ

・

サ

ー

ビ

ス

を

ス

タ

V
E
午
後

1
2
祉
法
人
栄
興
会
記
蓄
し
に
委
託
、
ロ

生
き
が
い
の
も
て
る
高
齢
化
社
会
へ
引
い
れ
刊
は
ド
ぃ

U
U

円
七
時
間
会
館
大
ば
以
け
れ
引
い
山
片
付
一
ア
イ

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
向
・
以
上
人
口
は
9
0
2
0
人
で
、
総
入
口
実
を
図
り
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が
安
全
ホ
l
ル

。

可

持

崩

養

蚕

老

人

ホ

i
ム
L

っ
て
ど一

5
歳
、
女
性
自
・

3
歳
と
世
界
一
の
長
に
占
め
る
割
合
は
7
・

6
2
%
と
な
っ
で
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
@
田
辺
顕
一
大
写
真
展
ん
な
と
こ
ろ
コ
ー
ナ
ー
市
内
の
特
別

寿
国
で
す
(
昭
和
田
年
現
在
)
。
今
後
、
て
い
ま
す
。
今
後
こ
の
割
合
は
伸
び
社
会
的
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
V
会
場
市
民
会
館
ホ
ワ
イ
エ

高
齢
化
は
諸
外
国
に
例
を
み
な
い
ス
ピ
続
け
る
一
方
、
当
市
に
お
い
て
も
、
寝
し
て
、
す
べ
て
の
人
達
が
豊
か
で
生
き
@
W
モ
戸
モ
戸
演
芸
会

ー
ド
で
進
み
、
包
世
紀
に
は
国
民
の
4

た
き
り
や
痴
ほ
う
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
が
い
の
も
て
る
一
同
齢
化
社
会
を
築
く
た

V
時
間
午
後
1
時
四
分
i
I時
担
分

人
に
1
人
が
臼
歳
以
上
と
い
う
高
齢
化
お
年
寄

q
が
増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
め
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
世
代
を
V
会
場
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

社
会
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
れ
て
い
ま
す
。
超
え
、
理
解
し
、
協
調
し
合
う
こ
と
の
で
@
な
ん
で
も
栂
読
コ
ー
ナ
ー

J
E
寿
世
界
ア
と
い
う
喜
ば
し
い
こ
叩
月
現
在
、
市
が
把
握
し
て
い
る
ひ
き
る
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
V
リ
ハ
ビ
リ
相
談
脳
血
管
障
害
な

と
円
反
商
、
高
齢
化
は
、
増
加
す
る
穫
と
り
暮
ら
し
内
お
年
寄
り
は
3
4
8
人
が
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
の
後
遺
症
に
対
す
る
機
能
回
復
訓

た
き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
介
護
を
必
要
と
で
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
が
付
入
、
そ
の
た
め
に
も
、
人
生
に
お
い
て
避
練
の
こ
と
。
お
年
寄
り
を
配
慮
し
た

す
る
お
年
寄
り
へ
の
介
護
問
題
な
ど
、
痴
ほ
う
の
お
年
寄
り
は
却
人
。
こ
う
し
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
老
い
が
に
つ
い
住
宅
内
改
造
の
こ
と
な
ど
。

い
ろ
い
ろ
な
問
題
も
含
ん
で
い
ま
す
ロ
た
日
常
生
活
で
介
護
を
必
要
と
す
る
お
て
、
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
V
介
護
・
健
康
相
畿
寝
た
き
り
の

我
孫
子
市
は
昭
和
田
年
、
高
齢
化
社
年
寄
り
へ
は
、
市
が
家
庭
奉
仕
員
の
派
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
大
歓
お
年
寄
り
の
介
護
の
仕
方
、
腰
痛
の

会
(
総
人
口
に
占
め
る
閃
歳
以
上
人
口
造
、
移
動
入
浴
車
に
よ
る
入
浴
援
護
、
迎
で
す
。
ロ
月
2
日
(
土
)
、
ぜ
ひ
市
民
悩
A
J
ボ
ケ
。
に
な
ら
な
い
た
め
に

の
割
合
が

7
%を
超
え
た
状
態
)
に
突
ン
ョ

l
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
会
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
。
ま
た

入
。
平
成
元
年
4
月
1
日
現
在
、
日
最
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品
ザ
韓
民
説
得
ド
い
い
脅
月

11月間日(日)正午開場

市民金館ホーJII<入場無料)

養
議
老
人
ホ

I
ム
「
久
遠
苑
へ
「
和
楽

関
」
に
入
所
す
る
お
年
寄
り
遠
の
生
活

同
様
子
を
紹
介
。

@
介
誼
用
口
問
等
展
示
コ
ー
ナ
ー
寝
た

き
り
の
お
年
寄
り
ゃ
身
体
障
害
の
介
護

を
行
う
雰
族
同
万
に
、
す
こ
し
で
も
負

担
を
軽
く
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ま

た
お
年
寄
り
ゃ
身
体
障
害
者
ご
自
身
が
、
一

す
こ
し
で
も
生
活
し
や
す
い
よ
う
に
工
一

夫
、
開
発
さ
れ
た
介
護
用
品
な
ど
を
展
一

一

市

。

一

@
務
動
r

〈
浴
車
展
示
・
実
演
コ
ー
ナ
ー
一

福
祉
課
で
は
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
一

り
や
身
体
障
害
者
の
た
め
に
、
移
動
入
一

浴
車
内
浴
槽
を
布
団
(
ベ
ソ
ド
)
の
す
ぐ
一

横
ま
で
運
び
、
入
浴
し
て
い
た
だ
く
移
一

動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
-

そ
の
移
動
入
浴
車
(
浴
槽
)
の
展
示
と
利
一

周

方

法

に

つ

い

て

の

説

明

。

一

こ
の
ほ
か
に
も
、
ふ
れ
あ
い
弁
当
町
一

コ
ー
ナ
ー
、
社
会
教
育
一
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
生
一
月
刊
ー

に
よ
る
手
づ
〈
り
介
護
用
品
等
の
展
示
一
，

l

コ
ー
ナ
ー
、
お
年
寄
り
介
護
の
ビ
デ
オ
一

s
、

コ
ー
ナ
ー
も
お
目
見
え
し
ま
す
。
一

A
℃

車
各
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
時
間
は
い
ず
れ
一
ー

も
午
後
0
時
加
分
か
ら
4
時
ま
で
で
す
。
一
純
作

一宰一未 対反ヌナ長色の1ι 

つ
郷
土
の
は
や
し
:
一
公
心

が
色
漉
く
出
た
、

d
本

人

的

心

の

ふ

る

鑑

賞

く

だ

さ

い

。

一

点

き
と
u

と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
出
演
者
と
演
目
は
次
的
と
お
り
で
す
。
一

第
四
回
を
迎
、
え
た
今
年
内
郷
土
芸
能
幸
吉
戸
は
や
し
連
中
「
一
一
一
受
三
番
受

祭
に
は
、
流
山
市
町
「
赤
城
保
存
会
」
の
五
人
様
子
」

み
な
さ
ま
が
特
別
出
損
、
ユ
ー
モ
ア
た
争
晶
ぴ
こ
ふ
る
さ
と
会
「
大
杉
様
子
へ

つ
よ
り
の
「
狐
の
種
蒔
L

を
上
摘
。
郷
「
鶴
子
舞
」
、
「
屋
台
駿
子
」

土
芸
能
祭
に
は
欠
か
せ
な
い
市
内
の
「
古
争
ひ
ょ
っ
と
ニ
陵
「
悪
鬼
退
治
(
稲

戸
は
や
し
連
中
L

、
「
あ
び
こ
ふ
る
さ
と
術
山
主
前
)
」

夕
、
「
ひ
ょ
っ
と
こ
惇
の
み
な
き
ん
金
護
保
存
会
(
流
山
市
)
守
狐
の
憶

が
、
郷
土
に
伝
わ
る
独
特
な
民
俗
芸
能
蒔
」

を

競

演

し

ま

す

。

①

ゲ

ス

ト

敬

手

三

浦

法

一

三

浦

洗

郷
土
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
と
日
本
古
一
さ
ん
は
「
落
葉
し
ぐ
れ
ヘ
「
踊
子
ヘ

来
的
伝
統
的
な
笛
、
太
鼓
に
よ
る
お
は
「
弁
天
小
僧
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
送
り

や
し
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
ぜ
ひ
ご
出
し
て
い
ま
す
。

基

手
賀
湾
へ
り
巴
伝
わ
る
民
話
回
芸
能
と
日
本
古
来
の
伝

統
的
な
笛
、
太
肢
に
よ
る
お
は
や
し
の
競
演
。
郷
土
芸

能
療
は
第
何
回
を
迎
ι
え
一
、
内
容
も
さ
ら
巴
充
実
。
舎
回

は
ゲ
ス
ト
に
、
取
手
の
三
浦
泌
一
さ
ん
を
お
噂
び
し
ま

し
た
。
ご
家
農
お
そ
ろ
い
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ
社
会
書
課
宮

(
8
1
1
6
1

収
穏
に
感
謝
し
、
悪

日
を
追
い
払
っ
て
平
和
な

洗
日
々
を
願
う
1
1祭
り

瑚
は
、
ま
さ
に
昔
か
ら
人

同
々
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ

内
で
し
た
ロ
郷
土
芸
能
は

そ
う
し
た
庶
民
的
生
活

下215 
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mT
的
榊
一
均
年
段
上
半
閑
却

(
4月
1
m
m
i
n
m
問問叩叩口口〉

mw
予
算
の
融
制
待
状
況
稜
公
蹴
献
し
ま
叫
q'e

に
の
線
開
胤
公
表
は
、
港
開
国
の
陥
闘
お
ん
が
抽
納
め
だ
市
税
ガ
ど
の
よ
う
に
後
杭
仰
れ
て
い
る
か
を
公

表
す
る
も
の
℃
す
。
市
怖
に
浴
、
嶋
崎
大
す
る
行
波
盟
問
間
世
紀
制
問
加
階
す
る
た
め
、
肘
間
濠
の
山
前
悩
蹄
的
問
、

加
加
率
的
総
絞
分
に
組
問
め
、
投
資
湖
東
や
綴
然
繁
官
官
は
か
り
な
ガ
ら
事
業
+
智
雄
鳩
め
て
い
荻
す
。

荻
村
恥
、
氷
議
事
業
会
計
の
上
半
開
期
の
状
滋
む
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
荻
す
。
〈
酎
間
政
課
〉

必事

ι同

調関製綿窪岱寝[Þ~守

設

計
予
算
の
開
明
支
状
況
は
、
滋
ー
の
と
お

り
で
す
e

予
算
的
執
行
状
泌
は
、
支
出

減
み
蛸
酬
が
約
機
4
9
5
2
万
町
内
、
支
出

嚇
は
叩
ヤ

Z
V
と
な
っ
て
い
ま
寸
。

な
お
、
補
託
子
終
的
事
数
山
門
官
甘
は
一
次

の
と
お
り
で
す
。

・
土
木
繁
〈
4
僚
7
4
8
3
万
円
)

滋
帥
時
総
持
及
び
新
設
総
合
民
落
滋
〈
1

%
一
街
%
均
%

4

一

"5む
サ

?

，
 

必

“

一

后

仏

令

ま

々

内
一

m悶
門
一
隊

耳

…

五

一

五

的
鋭
山
…
叫
押
一
斡

4

…
5
一

6

樹
一
一
醐
叩
一
叫
粉叩

お総769号

務
8
1
4
3
万
円
て
殺
孫
子
紙
約
土
地

区
間
幽
務
務
事
総
(
8
1
6
5
万
円
)
、
我

係
予
釈
然
は
太
地
区
泌
総
理
事
業

{
1

機
8
2
6
4
万
円
)
、
市
鷲
片
田
市
指
小
抑
制
問
問

地
建
設
事
業
爽
給
総
針
円
2
9
1
1
一力

向〉'糊時総蜘開〈
1
8
6
9
万
円
)

総
子
家
庭
修
学
縄
問
勤
成
事
業
〈
6
4

%
 

2
 

3
 

7
 

m門万9
 

8
 

6
 

Q
M
 

慾ー

81主意4，952万}ヰ

2
方
向
)
、
お
た
ふ
く
成
総
予
防
協
制
緩
率

業
(
9
2
7
万
m門〉

2

・
総
務
銭
安
惨
2

6

9
万

円

)

細

川

減
油
開
幕
一
金
積
立
等
せ
粧
品
議
立
工
機
器
凡

9
0
0
0
万
旬
、
…
李
総
間
近
隣
セ
統

ン
タ

i
警
護
{
4
6
8
2
万
円
)
、
支

謀

議

長

会

建

設

霊

批

評

皇

峨

会
(
1
9
8
7
万

回

一

%

・

・
整
宵
費
一
7
9
4
8
万

即

日

〉

会

模
開
小
校
合
問
湖
沼
~
外
機
工
事

(
I
s
m

-後

5
…

nmh布
役
中
柔
封
道
場
一
等
改
修
特

務
議
(
1
1
7
0
万
m門
)
、
(
俗
称
〉
為
的

博
物
銭
整
備
事
総
一
8
2
3
3
万
内
)

蔀

鹿

島

聾

碍

状

灘

地
械
入
子
終
的
中
で
一
番
大
き
な
叡
舎

を
お
め
て
い
る
の
が
京
税
で
す
。
今
年

疫
の
歳
入
予
算
に
占
め
る
市
鋭
的
制
刷
会

は
許
，

GduuT、
1
4
5
篠
田
万
円
と

金
っ
て
い
金
子
。
長
官
差
、
術

院
の
ガ
が
砧
閉
め
た
市
税
の
総
制
酬
は
、
川

低
9
5
9
4
官Mm円
で
念
体
制
帆
人
的
問
ω
・

特

会

新

8U 

講時識の埠曜の

盤学費者皆助成

特
別
会
計
辻
一
般
会
計
と
特
に
げ
臨
凡
汗

し
て
経
悶
概
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
料
鮮

明
胤
し
ま
す
紗
市
北
拭
終
的
刷
会
訟
で
行
っ

て
い
る
事
企
備
が
S
つ
あ
り
ま
す

E

9
月
初
日
夜
奈
の
予
算
総
何
酬
は
‘
ー

0
1
悠
3
1
5
0
万
m門
と
な
っ
て
い
ま
服

す
。
収
支
状
況
は
設
立
の
と
お
り
で
す
の
州

な
お
、
執
行
状
況
は
、
交
(
山
山
功
例
み
額
が
州

知
俄
4
7
2
7
万
円
、
支
出
山
市
中
は
鴻
・
州出

W

1
区
で
す
e

州出掛彬

s
yを
お
め
て
い
ま
す
。

市
民
1
入
品
た
り
の
約
総
数
は
、
約

5
万
g
l
o
o
m門
。
そ
内
内
知
的
は
‘
市

民
税
約
3
d
h
2
1
0
0
問
‘
田
由
定
資
産

税
約
2
万
8
0
0
河
‘
都
市
計
週
後
約

3
9
0
0
問
、
そ
丹
総
2
3
0
0
m門と

な
っ
て
い
ま
す
，
ま
た
、
支
出
(
歳
出
)

一
踊
で
は
、
術
開
叫
2
・
人
当
た
り
約
8
万
7

8
0
0
円
使
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
匂

(
9
汚
京
混
在
的
人
悶
で
銭
湯
〉

水
遇
措
響
機
金
計

9
R月
初
日
現
在
的
絵
本
人
口
は
、
間

t
H
4
2
5
6
人
、
柑
首
現
率
は
時
‘

5
れ。

ト
ム
事
制
期
的
経
液
状
況
は
表
3
の
と
お
り

で
す
a

仰
帆
益
的
収
交
で
は
噂
約
1
抑協
2

3
0
0
一月
m門
的
中
関
川
内
制
刊
仲
臓
が
あ
り
ま

す
@
し
か
し
‘
今
年
成
は
水
道
料
金
田

椴
械
を
撒
先
議
し
て
い
る
特
珠
事
泌
が
あ

る
た
め
、
最
終
的
町
に
は
お
仲
併
や
丸
、
込
ん

で
い
ま
す
a

ニ
内
総
療
は
、
利
減
積
立

金
小
、
総
て
ん
す
る
子
内
々
で
す
。

な
お
、

apd
何
月
叩
日
現
伝
の
本
滋
瀞
仲
機

会
計
円
安
藤
品
格
納
及
川
げ
点
以
蜘
嶋
崎
閉
山
内
燃
は

止
の
ど
お
り
で
ふ
?
"

液
晶
臓
総
蛸
側
;
1
1
9
僚
7
7
0
0
万
河

金
縁
債
残
蒸
--A
泣
悠
9
8
7
2
万
m門

水遂事量産会計の叙支状況(策 3)

mu円
?
i
6
6
器
、
州
制
機
市
総
会
グ

開
ラ
ウ
ン
ド
全
議
会
場
に
第
位
屈
指
閉
口
氏

側
体
管
大
会
が
問
問
縫
呑
れ
ま
し
hfho

榔
我
孫
子
市
の
総
合
成
綴
は
、
部
抑
制

酬
市
中
日
同
総
戸
附
沖
子
路
絞
‘
立
子
一
8
位)。

棚
機
闘
開
制
柄
上
俄
入
貨
者
は
次
め
と
お
り

酬
で
す
。

刷
。
陸
上
緩
猿
戸
開
四
千
総
合
4
M紙
、
女

子
総
合
q
L
絞
〉
(
男
子
の
蔀
〕
成
年

8
0
0
ド
Z
佼
脊
宇
誕
(
中
史
学
総

大
)
、
成
年
(mw
歳
以
上
}
3
0
0
0
Y

品
受
給
事
・
2
万
m
門
‘
犯
裁
紙
幣
寺
内
一
一

部
tA
給
停
止
殺
i
ー
万
3
0
0
0
同

V
仙
削
減
制
期
総
児
童
が
お
国
裁
に
渡
し

た
翌
月
か
ら
当
該
年
度
米
ま
的
、

V

要
件
及
H
V
添
付
幾
綴

山山制品蜘胤机刺殺

γ治
的
4
1
特
資
格
を
然
失

し
た
論
告
在
学
誌
明
書
、
鮫
込
先
食

品
融
機
擦
の
通
四
慌
の
怒
し

∞
品
開
鴻
殺
に
滅
し
た
後
、
母
子
家
庭
と

な
っ
た
務
A
n
a

自
転
学
一
説
明
書
、
母
子
の

伊
織
肱
脚
本
、
詮
阜
市
全
員
的
役
同
九
測
網
、
州
開

設
註
の
写
し
、
総
ぬ
此
mAm州
問
機
開
閥
均
漁

緩
め
移
し

州
問
機
叩
問
機
に
途
1
た
後
、
父
と
ιtu
討
を

綴
に
し
た
場
合
j
m山
内
縁
側
開
放
ぴ
災
ゑ

児
家
委
臼
只
内
総
明
め
為
る
申
立
書

同
級
鴻
給
付
い
絡
し
た
後
、
違
法
年
金
等

む

7
4
判
拾
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
々

ω内

議
該
及
び
受
給
で
舎
な
く
な
フ
た
こ
と

が
わ
か
る
骨
髄
綴

V
問
い
合
わ
せ
出
品
童
家
庭
謀

3
位
囲
内
向
幸
次
〈
口
何
本
抑
札
制
刈
〉
、
少
年
産

り
高
臨
酬
が
2
絞
米
野
健
(
専
大
松
戸
高
)
、

や舵・
8
0
O
H
M
-
鉱
石
黒
修
一
{
成
m別

総
1
9年
砲
丸
投
げ
2
般
的
M
ム
国
務
捕
は

(
成
田
高
)
、
共
滋
5
0
0
0
日
前
脱
者
2

仙
臨
海
関
品
中
川
附
〈
中
央
学
酔
同
大
〉
、
共
通
4
・

0
0
U
ハ
ー
ド
ル
2
位
怠
椅
敬
雄
{
中

央
学
磁
大
)
〔
女
子
的
制
瀞
}
令
部
1
0

0
M
U
3
糾
駄
木
町
的
り
子
〈
州
市
立
川
船
橋
高
)
、

合
年
4
Q
Q
M
U
2
位
加
古
時
務
中
思
(
旗
開

官附
1
h
y
年
内
耐
え
投
げ
2
佼
吉
村
は
る
み

(
埼
玉
栄
高
ペ
タ
年
4
0
0
ド
ヮ
レ
i

l
絞
(
本
村
啓
フ
巷
{
成
閣
官
同
)
、
石
井

治
献
舛
{
中
市
就
航
閥
横
歯
肉
可
加
護
寝
中
間
只
本

州
の
り
子
)

。
軟
式
市
酷
縁
女
子
内
務
後
勝

。
車
線
京
子
的
部
3
殺

内wバ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
的
総
3

』

，

ム

ル

え

ゐ

hv従
符
j
i

在

l

埼
季
第
一
一
:

韓
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寸
手
賀
川
間
的
ゑ
態
学
;
水
開
花
濁
ワ

i
ス

1
1
的
現
状
〉
句
集
物
丹
後
緩
い
と

い
う
本
が
Q
U
H
月
却
日
に
出
版
さ
れ
た
必

手
錠
滋
の
様
変
か
ら
始
ま
っ
、
川
的
や

開
周
辺
町
生
物
か
ら
日
品
力
水
鋭
的
噌
閥
、
浄

化
得
策
と
際
問
圏
点
、
明
則
的
来
来
へ
の
展

訟
な
ど
ゑ
物
と
本
質
的
泌
を
一
対
に
絞

っ
た
数
舎
な
い
本
で
あ
る
。

著
者
的
浅
川
同
法
む
を
え
山
内
柏
市
内
内

線
波
高
校
で
生
物
を
教
え
、
ゑ
物
加
齢
的

出
掛
問
何
で
も
為
る
。

間
的
和
町
山
年
時
新
潟
県
加
茂
市
で
生
ま

れ
、
少
年
時
代
は
泣
く
的
時
や
由
で
「
苧

ツ
か
み
で
A

組
合
繍
ま
え
た
り
、
ム
ガ
サ

と
の
赤
ち
ゃ
ん
を
宵
て
て
出
に
港
し
た

り
と
、
漫
然
と
と
も
に
管
っ
て
き
た
よ

'“宅砂
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は
大
後
後
一
利
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
は
ず
L
て
下
容
い
悶

凶
目
的
問
絡
に
つ
い
た
後
灼
叩
縦
糸
方
次
第
℃
移
滋
し
た
，
旦
駐
車
線
は
、
ク
リ
!
ン

際
的
築
制
観
者
団
悦
ね
た
り
、
交
激
的
妨
げ
セ
ン
タ
i
立
保
管
し
ま
す
。
削
引
き
取
り

に

な

り

ま

す

ね

に

際

し

て

は

、

身

分

者

一

説

明

で

き

る

も

そ
こ
で
、
滋
で
は
‘
駐
車
場
内
と
そ
の
、
引
取
鴻
い
閣
議
、
印
媛
、
移
送
・
織

の
燦
潟
心
開
問
問
期
間
阿
波
慨
さ
れ
て
い
る
弱
管
雌
民
間
哨
1
0
0
o
m
が
必
要
で
す
ω

松
市
中
や
パ
イ
ク
を
対
象
に
移
送
し
ま
す
。
〈
被
害
開
帽
の
出
て
い
る
務
総
市
平
等
は
縄
問

特
い
撚
白
内
2
凋
岬
州
州
時
前
に
放
置
容
れ
て
隅
明
品
川
臨
時
〉

い
る
§
↑
駐
車
絡
に
警
告
シ
i
ル
(
札
一
を

W
警
告
L
Y
1
u
w
貼
付

H
u
n
u
g
(
食〉

滋
り
つ
け
ま
す
。
絡
巡
目
に
な
っ
て
も
か
、
り
mwuu(
火

J

帆
官
告
#
怖
が
つ
い
た
ま
ま
の
的
転
車
等
は
マ
移
送
由
M

U
月
儲
け
友
金
一
か
ら
幻
mm

移
倍
し
ま
す
。
あ
な
た
の
自
転
車
等
に

V
問
い
合
わ
廿
市
民
生
記
抑
制
鮒

ー
お
臨
粗
い
d
f

自
転
車
を
荷
岡
市
す
ゐ
一
人
H
V

と
り
の
協
力
で
自
転
車
を
鯨
骨
骨

物
に
し
な
い
よ
う
次
町
、
〕
と
を

午
ワ
ま
し
ょ
、
つ
砂

。
滋
路
上
や
事
選
に
線
転
車
等

合
般
車
出
せ
ず
、
必
ず
自
転
車
鐙

場
や
飼
い
取
車
預
り
滋
を
ご
利
尽

く
だ
さ
い
や

③
滋
総
務
止
の
た
め
、
段
高
問
、

氏
名
を
轡
冬
、
カ
キ
を
つ
け
て

訪
波
紋
鋒
(
良
級
車
駁
売
務
で

食
付
)
し
ま

L
ょ、ヲ

E

轟富襲

金
問
題
向
山
嘩

し
た
。
関
門
脇
吋
に
、
生
物
繊
の
指
導
や
身

近
な
由
同
然
に
興
味
金
持
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
苧
終
川
市
的
諮
支
を
品
開
め
た
;

こ
の
山
明
、
す
で
に
手
間
百
沼
は
水
質
汚

滋
人
害
時
樹
ワ
ー
ス
ト
1
0

「
本
が
き
と
な

く
て
び
っ
く
り
し
た
」
と
い
う
。

最
初
同
山
総
察
穏
波
打
っ
た
期
間
資
も
、

鈴
年
に
高
校
仏
漁
船
明
教
育
会
的
パ
ラ
オ
諸

島
内
線
獲
に
参
加
し
、
生
態
学
の
陥
閥
的

事
を
教
わ
っ
て
以
来
一
変
し
hrる
よ
出

き
総
合
総
務
し
て
い
る
と
鮫
〈
や
〕
と
ば

か
ワ
な
ん
で
寸
‘
生
き
特
約
一
曲
目
さ
を

生
協
調
和
で
知
り
ま
し
た
い

そ
れ
か
ら
は
、
「
生
弱
と
開
州
議
」
を

研
究
テ
一
!
?
に
、
や
災
情
的
や
同
細
川
闘
に
い

る
べ
て
の
生
物
や
環
寝
室
丹
念
に
調
叫

来
年
4
R
n
I
悶
に
保
育
阪
へ
入
衝
を

希
潔
祭
れ
る
方
は
、

H
H
n
泣
日
〈
火
}
ま

T
A判品目
b
h
討
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
選
出

急
増
議
事
絞
き
を
し
て
く
だ
き
い
a

V
入
閣
躍
で
象
る
年
齢
来
都
4
月
2
自

ま
で
に
ゆ
一
後
6
同
月
か
ら
5
殺
む
な
る
幼

児伶回
開
緩
徐
醐
明
け
保
稼

・
対
象
ル
以
後
町
E
M
M
L
心
的
乳
児

・
策
総
保
育
鶴
市
立
十
帯
保
術
開
的
崎
市

立
湖
北
品
開
州
問
時
阿
盤
、
制
払
成
慈
愛
語
体
蜘
H
崎明

広
恋
仲
和
紘
即
時
前
符
的
附

龍一

T
iマ
拡

寸
向
同
然
的
し
〈
み
を
知
っ
て
も
ら
い
喰

少
し
で
も
務
然
を
身
近
に
織
と
て
ほ

し
い
L

と
い
う
総
い
か
ら
、
本
に
ま

と
め
た
司
ま
た
、
一
同
年
幽
聞
に
お
よ
ぶ
苧

察
知
則
的
機
査
告
と
お
し
、
「
時
事
物
学

で
も
、
ミ
ク
口
約
な
闘
月
中
々
と
マ
ク
口

約
丸
万
が
あ
る
ん
で
す
が
、

P
ク
ロ

的
な
見
方
が
で
き
る
よ
す
に
な
っ
た
い

》い
j
u
o

今
後
も
、
殺
紛
と
担
期
検
」
-92ア
i
?

に
欄
桝
議
・
研
究
が
付
税
〈
。
夢
は
パ
ラ

オ
諸
察
側
綱
渡
以
来
、

躍し込みは車間!こ
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却
也
大
ご
み
は
、
忠
治
会
場
一
閉
会
単
佼
の
ぞ
、

で
和
十
宮
間
凶
程
液
絞
裁
を
{
打
っ
て
い
ま
す
。
的
協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
。

杭
刊
に
年
来
片
山
申
し
込
み
が
集
中
し
ま
す
揖
銃
火
ご
み
と
は
、
木
制
訳
家
具
話
相
、

一
司
火
刑
判
議
兵
類
、
テ
レ
日
(
H
イ
ン
チ
M
M

上
)
安
ど
℃
す
。

V
お
轍
酬
い
一
被
災
、
電
気
製
品
が
不

要
に
な
っ
た
時
は
、
で
き
る
だ
け
緩

創
刊
窓
号
越
ヒ
て
処
分
し
て
く
だ
き
い
e

v曲
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
然
続

例
輸
出
喝
談
宮
(
貯
〉

0
0
1
5

開
閉
障
害
問
担
保
務
は
ち
各
岬
時
前
同
開
酬
に
縫
お
し
て
く
だ
さ
い
。

・
約
数
保
育
に
欠
け
、
集
向
山
保
管
が
棋
会
お
‘
来
年
る
同
月
を
絵
く
各
均
的
入

可
絡
な
粧
絞
心
身
障
霧
派
議
開
問
申
鋳
に
つ
い
て
は
、
隊
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をう2~寺30分〈入場銀総〉

惨事罷語奇 みどり襲盟【中最長2310)

炉開い合おせ 附喜毒殺αl7l0511
縦三フトラクションiよ工後誘導型手 IIJ 

E事縁切の註重要宅正予定しています。

惨日事寺 竹月2oEヨ〈包)'1=官主匂絡が
をうIE午(入星雲露華料〉

砂場所易機器複数センタ

bテーマ r量却の発望震と障害奪J
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浄 88宰竹Fl24ElC金〉午後1鈴i
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